
代替的養育を必要とする児童数及び里親委託率等の推計について

１　代替的養育を必要とする児童数の推計について

実績←  →推計

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
57,264 54,326 52,655 50,930 49,298 47,762 46,476 45,584 44,692 44,026 42,908
132 125 121 121 129
1 0 0 0 2
7 6 16 15 7

140 131 137 136 138
0.00244 0.00241 0.00260 0.00267 0.00280

0.00290 0.00300 0.00300 0.00300 0.00300 0.00300
138 139 136 133 131 128

児童人口は、Ｒ１～Ｒ６は住民基本台帳の各年度４月１日、Ｒ７～Ｒ11は推計

「代替的養育を必要とする児童数」の推計を以下の手順で算出しました。

②　「措置・委託児童数等（実績）」の児童人口における比率（＝措置・委託等率）を算出

③　②で算出した「措置・委託等率」のＲ１～Ｒ５の伸び率を算出

※Ｒ７以降の「措置・委託等率（推計）」について

一時保護解除に伴い家庭引き取りとなった件数

R1 R2 R3 R4 R5
232 199 178 253 244
111 99 98 141 144

47.8% 49.7% 55.1% 55.7% 59.0%

こども家庭支援課（こども家庭センター）における相談等件数

R3 R4 R5
35 49 107

53 74 56
450 562 354

15 14 19
238 159 217

5 13 37
13 37 116

156 172 217
413 443 1118

※Ｒ５の数値は一部精査中のものとなります

延べ利用日数

児童虐待に関する相談支援（家庭訪問）

利用者数
延派遣日数

利用者数
延派遣日数

子育て支援ヘルパー

育児支援家庭訪問事業

利用者数
延利用日数

利用者数

ショートステイ

産後ケア

⑤　④で算出した「措置・委託等率（推計）」をＲ６以降の児童人口に乗じ、Ｒ６以降の「措置・委託児童数等（推計）（＝代替的養育を必要と
　　する児童数（潜在的需要含む）」を算出

　現行計画の基本理念である「家庭養育優先」に基づき、こども家庭センターの設置等をはじめとした、虐待予防に関連した取り組みを
　強化しています。また、地域資源を活用しながら、一時保護から家庭復帰するケースも増加しています。
　そのため、Ｒ７以降の入所措置の割合は一定の水準で推移すると見込み、「措置・委託等率（推計）」は同比率としました。

一時保護件数
 うち 家庭引き取り件数

比率

①　「措置・委託児童数（実績）」に、潜在的需要として「養子縁組成立件数」、「施設等入所待ち（一時保護中かつ措置方向）児童数」を
　　潜在的需要として加え、「措置・委託児童数等（実績）（＝代替的養育を必要とする児童数（潜在的需要含む））」を算出

④　③で算出した伸び率の平均伸び率を基に、Ｒ６以降の児童人口における「措置・委託児童数等（＝代替的養育を必要とする児童数
　　（潜在的需要含む））」の比率（＝措置・委託等率（推計））を算出

措置・委託等率（推計）
入所措置児童数等（推計）

児童人口（0-17歳）
措置・委託児童数（実績）
養子縁組成立件数
施設等入所待ち児童数
措置・委託児童数等（実績）
措置・委託等率

資料４

第４回社会的養育推進計画策定検討部会

令和６年６月20日（木）

1



２　里親委託率等の推計について

（１）里親等委託率　目標（案）

Ａ　里親等委託率（目標）

実績←  →目標

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
0.0% 10.0% 13.8% 19.0% 26.3% 36.2% 50.0%
26.1% 29.1% 32.4% 36.1% 40.3% 44.9% 50.0%
32.7% 35.1% 37.7% 40.4% 43.4% 46.6% 50.0%
28.3% 31.9% 34.5% 37.5% 41.4% 45.0% 50.0%
30.2%

Ｂ　代替的養育を必要とする児童数・推計（潜在的需要含む）

実績←  →推計

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
6 6 6 6 5 5 5
25 25 25 24 24 24 23
107 107 108 106 104 102 100
138 138 139 136 133 131 128

Ｃ　里親等委託児童数（推計）　

実績←  →推計

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
0 0 0 1 1 2 3
6 7 8 8 9 10 11
33 37 40 42 45 47 50
39 44 48 51 55 59 64

・「Ａ　里親等委託率（目標）」を「Ｒ11　50％」とし、Ｒ６～Ｒ10の「Ａ　里親等委託率（目標）」を段階的に引き上げます。

・「Ｂ　代替的養育を必要とする児童数（推計）」に「Ａ　里親等委託率（目標）」を乗じ、「Ｃ　里親等委託児童数（推計）」を算出します。

（２）里親登録数・ファミリーホーム設置数　目標（案）

　（Ｒ５の状況）

　　・里親稼働率（委託里親/里親登録数）：50％　※現状の50％からＲ11までに60％に段階的に引き上げる

　　・里親１組当たりの平均委託児童数：1.23人

　　・ＦＨ１か所当たりの平均委託児童数：5.33人

Ｄ　里親登録数・ファミリーホーム設置数（目標）

実績←  →目標

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
40 44 45 46 48 49 50
3 3 4 4 4 5 5

Ｅ　里親稼働率 実績←  →目標

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
50% 52% 53% 55% 56% 58% 60%

Ｆ　里親等委託可能児童数

実績←  →目標

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
25 28 30 31 34 36 37
16 16 22 22 22 27 27
41 44 52 53 56 63 64

里親委託児童数
ファミリーホーム委託児童数

合 計

ファミリーホーム設置数

里親稼働率

里親登録数

潜在的需要を含まない割合

国の方針においては、「乳幼児の里親等委託率 75%以上、学童期以降の里親等委託率 50%」と示されておりますが、本市の現状を踏まえ、
現計画での里親等委託率Ｒ11目標45％を50％とします。

0-2歳
3-6歳

7歳以上
合 計

合 計

0-2歳
3-6歳

7歳以上
合 計

（１）で算出した「Ｃ　里親等委託児童数（推計）」の委託を確保できるよう、里親稼働率、里親１組当たりの平均委託児童数、ファミリー
ホーム１か所当たりの平均委託児童数を踏まえ、「里親登録数・ファミリーホーム設置数（目標）」を算出しました。

0-2歳
3-6歳

7歳以上
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